
秋田森林管理署

タ イ ト ル 小白川地域集約化施業モデル団地現地検討会

実 施 年 月 日 平成２４年１１月２８日（水）

実 施 場 所 秋田県仙北市西木町小渕野字小白川山国有林１１１０林班
秋田県仙北市西木町 西木温泉ふれあいプラザ「クリオン」

局署：東北森林管理局、秋田森林管理署 ９名
参 加 者 外部：(独)森林総合研究所森林農地整備ｾﾝﾀｰ秋田水源林整備事務所、

秋田県秋田地域振興局農林部、同仙北地域振興局農林部、
同平鹿地域振興局農林部、同雄勝地域振興局農林部、
秋田市農林部、仙北東森林組合、仙北西森林組合、
秋田製材協同組合、署管内林業事業体、森林所有者 ２５名

計 ３４名

【取組の目的・概要】
・民有林と国有林が連携して計画的な森林整備を進めるため「小白川地域集約化施業
モデル団地」を設定し、地域における施業の集約化を進め、森林・林業の活性化に
資することを目的としている。

・集約化した民有林の間伐箇所において現地検討会を実施した。
・当モデル団地の取組について報告するとともに、間伐の低コスト化に向けた取組に
ついて講義を実施した。

【取組の成果】
・民有林の集約化した現地を確認し取組結果を説明することで、民有林の集約化と民
国連携した取組の必要性について認識を深めた。

・低コスト作業システムに向けた路網整備、伐採搬出の作業工程の考え方、安全管理
について情報を提供した。

・民有林所有者の参加があり、民国連携した取組を共有できた。

【出された意見】
・３.０ｍ材の採材など有利販売に向けた取組が必要。
・特に意見は出なかったが、個々の意見交換の場となった。

【今後の課題】
・当モデル団地で検討している間伐コスト等の調査を行うとともに、事業の検証を図
ることで、今後における集約化施業プランの策定が必要である。

・高性能林業機械による作業システム、作業道作設等の研修会の開催など当モデル団
地の活用が必要である。



タ イ ト ル 小白川地域集約化施業モデル団地現地検討会

集約化施業モデル団地の説明 民有林間伐箇所の説明

民有林の間伐材搬出状況 室内での報告会（署長あいさつ）

モデル団地取組の報告 局担当官による講義


